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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・情報学基礎 
キーワード：組み合わせ最適化，ハイブリッドメタ戦略 
 
１．研究計画の概要 
組合せ最適化問題は，社会に現れる非常に多
くの問題を含み，その解決は，社会の情報基
盤を支える基礎をなす重要な課題である．情
報技術の革新に伴い，扱うべきデータは大規
模化の一途をたどっているが，そのような問
題を解決する上で，メタ戦略は欠かせない技
術として浸透しつつある．本研究では，メタ
戦略の性能をさらに高めるための方法論の
確立と，それに基づく有用なアルゴリズムの
開発を目指し，数理計画・動的計画・アルゴ
リズム理論・列挙アルゴリズムなどの種々の
手法をメタ戦略に取り込んだハイブリッド
メタ戦略を中心として研究を進めている．そ
の成果の有用性を高めるため，対象とする問
題の選定においては，高い汎用性を持ちつつ
アルゴリズムの性能向上に利用できる構造
を有する問題に重点を置いている．それらの
問題に効果的な基本戦略を調べ，その結果に
基づいて効果的なハイブリッドメタ戦略を
設計・実装し，その性能を計算実験により検
証する．さらに，それらのアルゴリズムが高
い性能を保つために必要な問題の構造を調
べ，そのような構造を保ちつつ問題を拡張す
ることで，アルゴリズムをさらに汎用化する
ことも狙う． 
 
２．研究の進捗状況 
上述のような研究方針に基づいて，さまざま
な問題を対象としてハイブリッドメタ戦略
を中心とする研究を進めた結果，これまでに
以下のような成果が得られている．まず，配
送計画問題における時間枠や移動時間など
の扱いに関する種々の拡張に対して，それら
を効率的に扱うことのできるアルゴリズム
を開発することに成功した．このタイプの問

題に対しては，集合被覆アプローチに基づく
汎用解法の構築も試みており，緩和問題の情
報をうまく利用することで良い性能が得ら
れることが確認できている．グラフの基本的
な問題のひとつである均等辺彩色問題に対
する高速アルゴリズムの設計においても一
定の成果を得ているが，今後このようなグラ
フアルゴリズムとのハイブリッドも期待で
きると考えている．また，長方形パッキング
問題や多角形パッキング問題など，種々の切
り出し・詰め込み問題に対するアルゴリズム
の開発にも成功している．線形順序付け問題
という代表的な組合せ最適化問題に対して
高度な近傍探索アルゴリズムに基づく解法
の設計にも成功しており，その結果これまで
扱われてこなかったような大規模な問題例
を扱えるようになった．応用寄りの問題とし
ては，紙管製造や織物製造に関する実用問題
に対して，これまでの研究成果を利用しつつ
アルゴリズムを開発することで，一定の成果
をあげることができた．また，組込みシステ
ムに関するスケジューリング問題に対して，
線形計画法とメタ戦略のハイブリッドアル
ゴリズムの開発を行い，一定の成果を得てい
る． 
 
３．現在までの達成度 
評価: おおむね順調に進展している． 
理由: 研究計画に基づいて，メタ戦略の性能
をさらに高めるための方法論の確立と，それ
に基づく有用なアルゴリズムの開発を目指
して研究を行ってきた．メタ戦略の内部に数
理計画や動的計画の手法を取り込んだハイ
ブリッドメタ戦略に基づく成果が一定数得
られている．また，基本部品となる厳密解法
や発見的解法に関する成果も得られており，
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これらを利用してハイブリッドメタ戦略に
基づくアルゴリズムに発展させることも期
待できる．また，応用問題への成果の適用も
計画通りに進んでいるといえる．以上より，
おおむね順調に進展していると判断した． 
 
４．今後の研究の推進方策 
上述の通り，順調に研究計画が進んでいるた
め，とくに研究計画の変更は必要なく，これ
まで進めてきたテーマを引き続き推し進め，
さらに発展させていく予定である．たとえば，
切り出し・詰め込み問題に関しては，これま
で 2次元の問題に対して得られていた成果を，
3 次元の解法の構築に応用できないかどうか
を検討したいと考えている．また，集合被覆
問題を基本とした汎用性の高いモデルを考
え，ハイブリッドメタ戦略に基づく高性能ア
ルゴリズムを構築することについても検討
を進めたいと考えている． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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